中日青年「パイオニア」(１)シリーズドキュメンタリー


山梨県の山林に、大型バスが次々と到着しました。降りてきたのは、日本の高校生や若い中国人留学生、母親に連れられた小学生です。

会場には、はつらつと働く若者2人の姿がありました。中国駐東京観光代表処の職員で、中国人の李想さんと日本人の山田亜美さんです。

スタートのピストル音が山林の静寂を破り、中日両国の青少年約100人が勢いよく走りだしました。

この日、「2022中日青少年ファンラン大会」 が山梨で開催されました。これは中日国交正常化50周年を記念し、代表処が主催したイベントです。

長い間代表処に勤めていた山田さんはすでに「百戦錬磨」と言えますが、感染防止と同時に中日両国の青少年の距離を縮めねばならず、今回の「ファンラン」開催準備作業は、彼女にとっても未曾有の試練となりました。

中日両国の文化の中で育った山田さんは、中日両国の民間交流を深める必要があると強く感じています。そのため、代表処に就職後は観光を通じて両国国民の相互理解を深めるための努力を続けています。

今回はコロナの影響もあり、その開催は決して容易ではありませんでした。わずか3ヶ月という準備期間で、「ファンラン」開催にむけ、山田さんと李想さん、そして代表処首席代表の欧陽安さんは入念に準備を進めていきました。

コロナの影響で来日の日程が何度も変わり、去年11月にようやく来日できた李想さんは、仕事だけでなく、突然の生活環境の変化がもたらす困難にも直面しなければなりませんでした。しかし、李さんは新しい環境に慣れようと必死に気持ちを整えました。それでも今回の「ファンラン」の開催は難しかったと言います。

観光交流の第一線で活躍する山田さんと李さんは「ファンラン」の意義にそれぞれの思いを抱いています。その思いは、2人が「ファンラン」開催に情熱を傾けるモチベーションとなりました。

李想さんは日本に来るまで、文化芸術の国際交流研究に従事していたため、「ファンラン」のようなイベントを通じて、どのように中日間の民間交流と相互理解を深めるかについても、自分なりの考えを持っています。

欧陽首席代表は、観光は中日両国国民の相互理解と友好を深める極めて有効で重要な方法だと考えています。

山道を楽しく走る中日両国の青少年たちの背後には、山田さんや李想さんのような中日観光交流の第一線で黙々と努力するごく普通の青年「パイオニア」がいるのです。観光を通して中日両国の民間交流を推進し、両国国民の相互理解を深めるという重要な事業で彼女たちは努力しているのです。


